





























 「堀景山伝考」と題する本論文は、「Ⅰ 曠懐堂と堀景山年譜」「Ⅱ 学問論と
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論  文  名  堀景山伝考 
 本論文は、本居宣長の師として著明な、江戸時代の儒学者堀景山の人物と学問の全体像を、今日蒐
集できる限りの資料の調査・分析を通じて再構成したものである。 
 本論文は、「Ⅰ 曠懐堂と堀景山年譜」「Ⅱ 学問論と思想」「Ⅲ 貴紳・儒者との交流」「Ⅳ 詩文
稿」「Ⅴ 紀行文」の 5部から構成される。なお、Ⅳ・Ⅴは資料編的性格も有している。 
 第Ⅰ部では、初めに景山の父蘭皐の家号の由来を説き、景山さらには宣長に継承される「自楽」の
学風を論じる。次いで新出の堀家の系譜図等をもとに、堀蘭皐・景山の「曠懐堂」が伊藤仁斎・東涯
の「古義堂」と父子二代にわたって学問的に親交していた事実を明らかにする。最後に、以上の背景
をふまえた堀景山の年譜の緻密な考証とそのエッセンスたる小伝を提供している。第Ⅰ部は、堀景山
の人物と学問の全体像の再構成を企図とする本論文の基盤を成している。 
 第Ⅱ部では、初めに文章論を中核とする景山の学問論と思想を、伊藤仁斎・東涯の古義学や荻生
徂徠の古文辞学など同時代の学問論・文章論との交渉という観点から検討し、その結論を「下学の道
から上達の理へ」としてまとめる。すなわち、同時代的影響は学問の方法（下学の道）のみにとどま
り、学問の目的（上達の理）においては父祖以来の朱子学の理念が揺らいでいないとする。次に、た
だし同じ朱子学といっても厳格主義的傾向の強い崎門派の朱子学とは異なることを、景山の代表作で
ある『不尽言』がもともと崎門派の感化を受けた藩の執政の質問に答えた書簡であるという執筆背景
を探ることを通じて明らかにする。最後に、景山が書き入れた『春秋経伝通解釈』『日本書紀』の訓
点の分析を通じて、その訓読史上の位置づけを確認しながら、景山の学問論と思想がそこに反映して
いることを立証している。 
 第Ⅲ部では、妙法院サロンでの学問的交遊、近衛家煕による『大唐六典』の校合作業、堀家伝来の
古像を主題とする著名学者らとの詩の応酬、広島藩の藩主・豪商らとの交遊などにおける景山を中心
とした文化活動の実態が精査されている。第Ⅳ部では、今日蒐集できる限りの景山の漢詩・漢文を翻
刻・訳注する。第Ⅴ部では、和文による景山の紀行文を翻刻・注解し、和歌・物語を中心とする日本
の古典にたいする景山の造詣の深さを論じる。 
 本論文は、従来その文学史的・思想史的意義の大きさが認識されていながら、史料的制約のた
めに、宣長の「もののあはれ」論の前史としてしか論じられてこなかった堀景山の人物と学問の
全体像を、徹底的な資料の収集と綿密な調査・分析によって再構成し、堀景山研究の最上の到達点を
示すことに成功している。それによって今後、より大きな文脈における文学史的・思想史的接近へ
の道を整備し、具体的には近世京都を中心とした文化交流の実態と学術系譜の発掘による豊かな日
本文化史論への展望を開いている。本論文の成果が、斯学の発展に寄与するところ大なるものであ
ることは疑問の余地がない。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十
分な資格を有するものと認められる。 
 
